
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

情勢の変化及び事業の改善点等

正規職員     （人）

その他特財

報酬
委託料

その他

4,021 4,000

11,221 18,40026,660

7,200 7,200 14,400
19,460

一般事務

公共下水道事業における上野管内の上野処理区〔市街化区域（一部
市街化調整区域を含む。）〕内の世帯及び事業所等から出される排
水（雨水を含む）

事業名

基本施策

1303

伊賀市　事務事業評価シート

22 全市的に生活排水処理施設を整備する

計画費
上野処理区計画費

H19（予算）H18（予算）
活動指標

伊賀市公共下水道（上野処理区）推進委員会開催（４回）
計画策定業務委託

降雨による浸水の防除、生活環境改善が図れ、市民が快適な暮らしをす
ることができ、併せて、公共用水域の水質保全が図れ、公共下水道事業が
効率的、かつ効率的に推進されます。

成果（どうなるのか）

1

担当部課名
作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

H17

対象等（何を、誰を）

1 2

7,200

達成度 4

推進委員会を４回開催し、市に提言を受けた。

4

7,200 14,400
19,460 4,021 4,000

効率性

　平成１８年２月に伊賀市公共下水道（上野処理区）推進委員会から、上野管内の市街化区域（一部市街化調整区域を含む。）は、ひとつの処理区
として、公共下水道事業で推し進めるよう、市に提言がありました。その提言内容を検討した結果、提言のとおり整備を進める方向となりました。現
在の状況は、都市計画決定に向けて事務作業を進めるとともに、処理場建設候補地の地区並びに隣接地区と協議中でありますが、今後も引き続
き、建設候補地の地区との合意が得られるよう努める必要があります。また、本事業は、受益者負担金も伴うことから、計画区域内の方に「公共下
水道事業上野処理区」の概要について、十分な説明が必要であります。

実績値 目標値

国県支出金
地方債
受益者負担

486 500
18,500 3,300 3,000

552

408 235 500

伊賀市公共下水道（上野処理
区）推進委員会開催回数

回

H17
単位

H18 H19

4 3 3

２２－９８２１松本　秀喜 連絡先
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02

細目
細々目

公共下水道事業特別会計
事業費
建設改良費
建設改良費

名            称コードコード 名               称
11
01

建設部下水道課

会計
款
項
目

02
01

上野処理区計画費

評
価

根拠法令・要綱等 都市計画法　・　下水道法


